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である。 f2月18日には 上記のレポートをもとに口頭
発表を行う。この発表について，授業担当者ならびに全
履修者が相互に質疑応答を行う。 2月25日には，前回の
発表を受けて討論会を行う。レポートは， この会の終了
時に提出する。」
本 言命
『教育心理学演習』の受講者は5名であり，うち 3名
は小学校あるいは中学校の現職教員， 2名は教職志望の
ストレートマスターであった。また，彼らは全員， 1学
期の『教育認知心理学』と2・3学期の『教育認知心理
学演習』を継続して受講し，欠席はほとんどなく，受講
態度も良好であった。
以下，上記5名による各授業時の発表内容，上記のレ
ポート，口頭発表の内容，および、授業担当者を含めた6
名による討論の内容を要約し，授業実践報告とする。
知性と感性について考えるうえで，まず，それぞれの
定義が議論の対象となった。そこで取り上げられたのが
行場 (2000)の定義である。彼は知性について「人間の
知識をできるだけ明示的な記号として抽象化し，それを
もとに理論性と合理性に基づいた処理がなされ，正確な
結論が導き出されるプロセスとして知性をとらえる見方
が強かったといえるJと述べている。一方，感性につい
ては「定義がはっきりせず，抽象度が低く，記号には成
りがたい情報， しかも複雑な相互作用の中で暗示的に取
り交わされる情報を直感的に察知する能力は， 日本語で
は感性とよばれてきた」としている。一方，三浦 (2000)
は，知性について「生体が新しい状況におかれた場合の
その状況の関係把握や解決のための見通し・洞察および
適切な手段や方法の発見という，広義の問題解決能力で
あり，言い換えれば，知覚・記憶・理解・推理・判断な
どの認知的処理を含む精神活動ということになるj と述
べており，感性について「対象のもつ明確にはできない
側面を直感的にとらえ処理する能力。外界刺激に対して
受動的に反応するだけではなく，心的イメージをメディ
:.I!‘ 
日間
2001年度2・3学期に大学院学校教育専攻専門科目と
して開講した『教育認知心理学演習』においては認
知心理学の理論とその方法を用いて，知性と感性の均衡
のとれた豊かな人格の形成要因を探究し，こうした人格
の発達を支援するための教育の在り方を考える。」とい
う目標を掲げて，授業を進めた。この目標は， 1学期に
開講した教職基礎科目『教育認知心理学』のそれを受け
継ぐものであり，その達成度は，年間の講義・演習を通
して考察することによって，評価されるべきものである
と考えられた。
本授業担当者は，認知という用語で包括される人間の
高次精神活動を「知性と感性を結ぶ活動」と定義する(皆
川， 2002など参照)。上記の両授業を合わせて考えると，
認知活動，すなわち，五感を使って刺激情報を受容し，
何らかの感情を経験し，必要に応じて記憶にとどめ，思
考を進める，といった活動の特性について，形成・発達
過程やそれを促す教育的支援を含めて探究したと言えよ
う。五感を刺激する素材としては，文字，単語，文章，
俳句，図形，絵画，音，音楽などを扱った。これらに関
する内外の知見を w教育認知心理学』では授業担当者
が受講者との質疑応答を交えながら講述し w教育認知
心理学演習』では授業担当者と受講者が分担して講読・
レジュメ発表し，それらをもとにして討議を行うことに
より，上記の目標の達成をめざした。
『教育認知心理学演習』においては， 2001年10月15日
より12回にわたる演習形式の授業の後， 2002年2月4日
に，先ず，上述の内容で，授業の総括を行なった。次に，
以下の要領でレポートを作成し，それをもとに口頭発表
ならびに討論を行うことにより 本授業のまとめとする
旨を伝えた。レポートの作成要領は次の通りである。「講
義と演習を通して得られた知を独自のアプローチを加え
つつ総合的に考察し w知性と感性を結ぶ教育』につい
ての各自の見解をまとめてくる (2000字程度)。提出期
限は2月18日とする。J口頭発表の実施要領は次の通り
序
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て進行すると述べた。一方，ヴィゴツキーは，教授・学
習活動が認知発達を作り出すと考え，発達の最近接領域
説を唱えた。単純化して考えると，二人は教育を次のよ
うなアプローチと考えていたものと思われる。ピアジエ
は，個の外部に存在するものから個の内部に働きかける
アプローチと考えていたものと思われる。一方，ヴィゴ
ツキーは，個の内面から出てくるものを捉え，それをま
た個へと返していくアプローチと考えていたものと思わ
れる。こうした二つのアフローチは表裏一体のものでは
ないかと思う。近年はヴィゴツキーの考え方が優勢であ
り，早期教育に代表されるような弊害が起こっている。
教育者は，両者のパランスが大切なのだということをよ
く理解し，子どもたちの発達を促す手立てを考える必要
があると考える。Jさらに，彼は，本講義・演習の主題
である「知性と感性を結ぶ教育Jについて，ほぼ10年お
きに改訂される「学習指導要領j との関連において次の
ような見解を示した。「時代の変還や社会のニーズに応
じて，知性重視の教育と感性重視の教育が交互に入れ替
わっている。学習指導要領においても，知性重視型と感
性重視型が入れ替わって出てくる。たとえば，子どもの
興味・関心を重視する教育が指針として示され，そうし
た傾向の教育が数年続くと，今度は，知識・理解を重視
する教育へと方針が転換される。教育現場は混乱するば
かりである。Jこのように受講者Bからは知・徳・
体のバランスと健康j という観点から知性と感性を
結ぶ教育」についての方向性が示された。
受講者Cからは，音楽科教育を専攻する現職教員の
立場から，はじめに次のような見解が示された。「学習
指導要領の音楽科の項には 音楽を愛好する心情と音楽
に関する感性を育てるという目標が掲げられ，感性を育
む教育は従来から重視されてきている。そこで，知性と
感性を結ぶ教育について，認知心理学の分野で明らかに
されてきた音楽に関する認知と知性の発達を，音楽科教
育のあり方に照らし合わせて考えたい。」この見解に沿っ
て，彼女は本講義・演習において足立 (2000)，梅本
(1999)などを参照しつつ紹介した音楽認知の発達につ
いての知見を次の3つの観点から要約した。①子どもの
音楽認知をとらえる方法，②音楽認知の発達過程におい
て8歳頃に大きな変化が見られること，③ピアジ、エの認
知発達理論と音楽の保存の関係，という 3つの観点であ
る。また，彼女はこれらのことを踏まえ音楽に関す
る認知と知性の発達を考慮した学習指導のあり方Jにつ
いて，次に示す5つの提言を行なった。第1に，音楽認
知の発達に関するセラフアイン (Serafain，M. L.)など
の知見に基づいて音楽認知に関しては，いろいろな
実験から，年齢が上がるごとに，リズム，旋律，和音(和
声)が理解できるように順に発達していくこ主がわかっ
た。音楽科の学習指導要領には，低学年ではリズム，中
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アや身体を用いて能動的に表現する能力Jと述べている。
これらのことから，知性とは論理的分析的に処理する能
力であり，感性とは直感的全体的に処理する能力である
と理解された。さらに知性と感性を結ぶ活動」につ
いて「外界に生じる諸事象に気づき，それらの内容を理
解する過程で営まれるさまざまな心的活動である。」と
いう共通認識が確認された。
受講者Aからは知性と感性は，どちらかが備わっ
ていればよいというものではなく，それぞれがバランス
よく備わっていることが大切である。知性だけが優れて
いた場合には他者の感情がわからない冷血な人間になっ
てしまうであろうし，逆に感性だけが優れていた場合に
は社会的な不適応を起こすことが多いであろう。Jとい
う見解が示された。現職教員である彼は，修士論文にお
いて感情知能をテーマとしており，感情知能が知性と感
性がバランスよく働き，社会生活を豊かに送ることがで
きる能力であることから 「学校において感情知能を高
める教育をおこなっていくことは，すなわち，知性と感
性を結ぶ教育を実現していくことであるj と考え，知性
と感性を結ぶ手立てとして 次のような考えを示した。
「渋谷(1997)は，創造性を感性に裏づけられて知的活
動を行なう能力であり，知性と感性が共存する中で発揮
されるものであると考えている。感性を育てる教育につ
いて，彼は，比喰表現という言語活動を例にとって，次
のように考えている。なめらかな味(触覚→味覚)，か
ぐわしい色彩(嘆覚→視覚)といった比喰表現は，共感
覚(一つの感性経験に他種の感性経験を伴う現象)の働
きであり，このように知性のみならず，感性にも裏づけ
られた多彩な言語活動は，豊かな創造性を生み出す，と
いうのである。また，渋谷(1997)は，言語による表現
は，話し手の態度や姿勢を表出するだけでなく，聞き手
の感情や意欲をも喚起する機能をもっとも述べている。
つまり，言葉によるコミュニケーションにより，表現者
ならびに受容者の感性が育てられていくのである。」こ
のように受講者Aからは感情知能を高めるJという
観点から知性と感性を結ぶ教育」についての方向性
が示された。
受講者Bからは今日，知・徳・体のバランスのと
れた子どもを見つけるのに苦労する。特に，知のみが発
達した子どもに出会うことが多に健康面で問題を感じ
る。」という見解が寄せられた。現職教員であり，修士
論文のテーマとして，小学校において健康教育のフ。ログ
ラムを実施している彼は，さらに，授業内容のうち，発
達と教育との関係を主題とした部分に着目し，次のよう
な見解を示した。「発達と教育との関係について対照的
な考えを示した二人の心理学者が特に記憶に残っている。
ピアジェは成熟を重視し，子どもの発達水準を重視する
考えをもっており，その発達は環境との相互交渉によっ
皆
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学年では旋律，高学年では和声に重点をおいて指導する
ことが示されている。この指針が，認知発達段階を考慮
したものであることを念頭において指導にあたる必要が
ある。Jと述べた。第2に，子どもの旋律変形認知に関
する発達の知見に基づいて r6年生のスランプとよば
れる11歳噴に，旋律の変形(類似と差異)の理解が落ち
込む時期がある。この旋律の変形は，変奏曲に顕著であ
る。現行の指導要領では，第5学年の鑑賞教材に変奏曲
がある。鑑賞教材は，来年度から教師が子どもの実態に
応じて選択することになったが，認知発達段階を知らな
いと，認知できない曲を聴かせてしまう恐れがある。教
材選定や指導方法は，子どもの発達を熟知したうえで行
なうことが大切である。」と述べた。第3に，音楽を図
で表現することを音楽活動に活かすというデイヴィッド
ソン (Davidson，L.)らの提案に基づいて今日，作っ
て表現するという創造的音楽活動が取り入れられている。
この活動において，作った音楽を図形楽譜に描くことが
あるが，図形楽譜は，教師が子どもの音楽理解を把握す
るうえでも，演奏する子どもたちの共通理解のためにも，
有効である。Jと述べた。第4に，音楽科教育における
8歳の壁に関する知見に基づいて音楽認知において
8歳で急速な発達が見られるという知見から. 8歳を境
にした音楽科教育を考えてみる必要がある。低学年とし
て第1・2学年はひとまとめにしてとらえらることが多
いが，音楽認知発達の実態を考慮すれば，両学年間にお
いて異なる目標を立てる必要がある。」と述べた。第5
に表情画を用いた感性の育成に関する知見に基づいて，
「表情画を用いれば，かなりの信頼度で音楽に対する情
緒的意味を測定することができるという論に従えば，鑑
賞指導において，表情画を使って，聴き取ったことを表
現させることが可能である。表情画での表現は，他者と
自分の音楽のとらえ方の共通点や相違点も低学年段階で
理解できることにもなる。これは，共感や他者理解にも
つながり，感性を豊かにすることになる。」乙のように
受講者Cからは認知発達段階を踏まえた音楽科教
育」という観点から知性と感性を結ぶ教育」につい
ての方向性が示された。
受講生Dは現代の子どもたちはさまざまなストレ
スにさらされ，心の問題を抱えることが多くなってきて
いるが，ストレスの原因の 1つとして，学力偏重の教育
風土があげられると考えられる。改めて，知性と感性を
バランスよく育む教育の必要性を感じる。Jとして，本
講義・演習で紹介した教育実践例に注目した。彼女が特
に注目した実践例は，美術評論家が小学校6年生を対象
として行なった授業であり，主題は魚の絵を描くことで
あった(布施， 1999)。授業内容は，魚をなんとなくイ
メージして描いた1日目よりも，釣堀に出かけたり，魚
の解剖を体験したりして，生きた魚や死んだ魚を実際に
見て触ってから描いた2日目のほうが断然生き生きとし
た絵を描くことができたというものであった。このよう
に魚の絵が1日目と 2日目で違うのは，五感を使った体
験の中で，自分が表現したいものをもっとも効果的に表
現する方法を見つけ出したからだという考察が行われた。
受講生Dは，上記の実践例をもとに，子どもたちがひ
まわりの絵を描くという場面を想定し，次のような推論
を行なった。「本やテレビでしかひまわりをみたことの
ない子どもたちは，顔のないひとの絵のような，表情の
ないひまわりを描くかもしれない。しかし，ぎらぎらと
太陽の照りつける日に，映画『ひまわり』に出てくるよ
うなどこまでも続くひまわり畑に，太陽に向かつて元気
よく咲くひまわりを見に行ったらどうだろう。子どもた
ちは言葉では言い尽くせない何かを感じるに違いない。
そして，感じ方自体知らなかった子どももきれいだな，
美しいな，力強いな，自然って雄大だな，などという感
じ方を知るだろう。実際に見て感じることで，このよう
に感性を呼び覚ますことができる。Jまた本講義・演習
では，川崎 (2000)などをとりあげ，人が何かを理解す
る際に用いるスキーマの概念についても学習したが，受
講生Dは，上記の教育実践や自らの推論について，ス
キーマの概念を用いて次のような考察を行なった。「ス
キーマを形成するもっとも有効な方法は，実際に体験す
ることである。体験による実感を伴った知識は，身にな
る。魚やひまわりについて，実感を伴った知識は，ただ
詰め込んだだけの知識とは違う。さまざまな場面で，そ
のスキーマが生きてくるはずである。」このように受講
者Dからは生きた表現」という観点から知性と
感性を結ぶ教育」についての方向性が示された。
受講生Eは，先ず，最近よく指摘されている問題と
して，感情制御の欠如に伴う暴力の激化，学級崩壊，犯
罪の低年齢化などをあげ，それらの一因として，子ども
の「自ら考える力」の低下が考えられると述べた。そし
て，自ら考える力を低下させる原因として「テレビに代
表されるメディアの発達により，人間が情報を得る際，
映像的なものに依存する傾向が強くなり，実物を見る，
実物に触れる，自分の耳で聞くなど五感を使って感じる
という経験をする機会が減ったということが考えられる
のではないかJという見解を示した。これらのことから，
受講生Eは「人間の温かみを知っていたら，簡単に人
を傷つけたりできないはずである。何かを感じとる力が
あれば，考えて行動したり，その場にあった行動ができ
ると思う。このように考えると 考えるという知性の部
分で行われる活動は，感じるという感性の部分で行われ
る活動があってこそできるものであるとは言えないだろ
うか」と述べ知性と感性を結ぶ活動」を正しく行う
能力を育てることの重要性を指摘した。また，彼女は上
記の活動を育成するための教育すなわち「知性と感性
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を結ぶ教育」について，自らの修士論文の主題である「読
み聞かせJと関連づけて次のように考察した。「読み聞
かせは，大人が文字で書かれた物語を読み，子どもはそ
の語りを耳で聞きながら，本に描かれた絵を見ていくと
いう過程から成る言語活動である。読み聞かせには，話
を聞く，絵を見る，その場の雰囲気を肌で感じる，といっ
た五感を刺激する活動が含まれる。今まで聞いたことの
ないお話，現実には存在しない世界の物語などを聞くこ
とによって，子どもたちは登場人物に感情移入し，共感
を覚え，展開を考え，空想の中でさまざまな体験を重ね
ていく。読み聞かせにおいては，対象を五感を使ってと
らえ，思考を働かせ，自分の中でイメージを作り出すと
いう，正に感性と知性との協同作業が行われ，そのこと
を通して豊かな人間性が育まれているのである」。この
ように受講者Eからは人間性を育てる読み聞かせ」
という観点から知性と感性を結ぶ教育j についての
方向性が示された。
授業で紹介した授業担当者自身の研究のうちのいくつ
かも，受講生の共感を呼ぶところとなったので，ここで
紹介しておく。筆者は，知性と感性の発達を促進し，両
者を結ぶ教育の推進に対して，認知心理学の立場から貢
献することをめざし，わが国固有の言語芸術である俳句
の理解に関する研究を行なっている。俳句は，作者の内
面や情景が言葉によって表され，読者の感情やイメージ
を喚起するものであり，知性と感性を結ぶ素材であると
考えられる(皆川， 2001)。また，知性と感性とがほど
よく調和し，創造性が働く状態として，膜想という心的
状態が考えられるが，皆川(1995)は「俳句という文芸
を通して，作者は二度，膜想の境地にひたることができ
る。一度目は創作時であり，二度目は自らの作品を読み
返すときであるけとしている。この点においても，俳
句は，知性と感性を結ぶ格好の素材ではないかと考えら
れる。
本講義・演習では，谷口 (2000)などを資料として，
音楽や絵画などの芸術と，知性と感性を結ぶ教育との関
わりについても検討した。作曲者や演奏者が自らの表現
意図をもって作曲したり演奏したりした音楽が，聴取者
のこころの琴線に触れるとき，作曲者や演奏者の意図は
なんらかのかたちで伝わり 聴取者は感情や意欲を喚起
されているという点が受講者と授業担当者との間で議論
された。また，絵画においても同様のことが起こってい
るという想像もなされた。これらのことから，人間の精
神的所産である芸術を聞に挟んで，入と人とのコミュニ
ケーションが図られることで 知性と感性が豊かに育て
られていくという議論が展開された。
最後に，受講者各位のレポートの結びの一文を要約し、
て引用する。
直 n 
[ A] これまでの教育においては，知性のように理論
的なことばかりが重視され，感性のように直感的なこと
はあまり重視されてこなかった。ひとつの理論的な正解
だけが求められ，あいまいであったり多様であったりす
る部分に触れることがあまりなかった。知性に重点をお
いた結果が様々な教育問題を引き起こしているのかもし
れない。そうした中で，今後，知性と感性を結ぶ教育が
いっそう重要となる。感情知能を高める教育として，知
性と感性を結ぶ教育実践を考えていきたい。
[B] 文字，単語，文章，俳句，絵画，音楽などを使っ
て，知性と感性を結ぶ教育をこれからも実践していかな
ければならない。教育者は常に知性と感性を結ぶための
環境設定を考慮し，知性と感性が強固に結びつく教育活
動を計画・実施していかなければならない。知性と感性
の結びつきが希薄な教育活動は弊害を生み，子どもたち
の人間性の偏重をもたらしかねない。本講義・演習を受'
講して，改めて上述の内容を考えるよい機会になった。
【C] 一年間の講義・演習を通して，発達過程を知ら
ずして指導はできないということを一番に感じた。学習
指導を理論的な裏づけをもちながら行うことにより，子
どもの知性と感性の発達を効果的に促すことができると
思う。感性の発達には，五感を使った体験が大切である。
音楽科指導においては，聴覚を中心とした活動がまず考
えられるが，音楽を図や絵，さらには身体を使って表現
することもできる。豊かな感性を育むために，聴覚に加
え視覚，運動感覚などを十分に働かせる音楽活動とそ
の支援を考えていきたい。
[D] 絵画的・音楽的表現を行うには，記憶，表象，
イメージの操作などの認知的処理が必要であり，その発
達は知性発達の影響を受ける。知性の発達なくして感性
の発達はないし，感性の発達なくして豊かな人間性の育
成は考えられない。知性と感性を結ぶ教育を考えると同
時に，絵画にしても音楽にしても，それ自体を楽しむこ
とが知性と感性の発達を促すよい方法だと思う。
[E] 現代の子どもの問題の原因は，認知活動が正し
く行われるようになるための環境が不足しているところ
にあると考えられる。その点において，学校教育が担う
べき役割は大きいと思う。今後とも，児童期の読み聞か
せが「知性と感性を結ぶ教育」に果す役割について考え
ていきたいと思う o
結 言命
本授業では，講義・演習を通して「知性と感性を結ぶ
教育Jという一貫した主題のもとに文献研究を進めた。
演習では，筆記と口頭を併用した発表形式を取り入れ，
視覚・聴覚の両面から理解が進むように工夫した。また
各授業の後半は，質疑応答と討議の時間をとり，常に全
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員が参加して文献研究が行われるように環境を整えた。
さらに，開講時には，まとめのレポート提出と口頭発表・
討論会を企画し，各国の授業で得た知識を体系化する機
会を与えた。これらの試みは，正に受講者の知性と感性
を大いに刺激するところとなり，それぞれの専攻や研究
テーマの観点から「知性と感性を結ぶ教育」についての
考察が行われた。その結果，感情知能を高める教育，健
康教育，音楽科教育，子どもの表現活動，児童期の読み
聞かせという 5つの方向性が示され，それぞれの考察を
相互に深め合うことができた。
本論文の成立は，受講生各位の真撃な受講態度と活発
な討議によるところが大きい。野元貴代美，林田妙子，
牧野祐子，片瀬力丸，藤井誠治(順不同)の各氏に深く
感謝致します。
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